
【収 録】 ３・４月 新聞やインターネット等から眼についたニュース整理 

    思いつくまま 気になったニュース等の切り抜き・転載   2025.5.12. 
コメントなしでの転記掲載に疑問と承知していますが、私の好みの選択転記・書き写し。ご参考になれば… 

本年春は良くも悪くも世相はトランプ関税一色。トランプアメリカ大統領に振り回された春 

国際協調・国際感覚など何のその。 わが身の思うまま 気の向くまま 米国は利己保護主義一色への政策転換 

世界が混とんとする中で、かつての皇帝・将軍の時代を思わす振る舞い。大統領令連発等々 議論も討論も何もな

いまま 唯我独尊。思いのままの政策展開。意にかなわぬ意見を「フェイク」と切り捨て。それでいて持論もコロ

コロ変える状況。自分の意はあるが、きっちりした詰めの取組は見えず。 

トランプ大統領の政策をどうとらえるべきか疑心暗鬼。世界の政治・経済・産業がトランプに振り回わされる。 

この先 世界はどうなるのか 景気・政治-経済そして今も続く戦禍と物価高。  

また 日本はどう動くのか・・・ 

                                                              

1. 神戸新聞朝刊 2025.4.30.文化面 コラム  

「汀にて」 鷲田清一 ＜単位をめぐって＞  身体感覚に基づき、世界探る 

2. 神戸新聞朝刊のコラム「正平調」  

気になった３・４月掲載の抜き書き転載でこの春を振り返る 

3. 文珍さんの落語見聞録 ３月・４月 

         AI時代への対応をしっかり頭に入れて   2025.4.31. Mutsu Nakanishi                  

混乱の時代の中で 世界はAIが席巻する高度情報社会 効率優先のAI判断の文書作成と処理。 

今まで、良い事ばかりが宣伝されてきたが、WEB・SNSを通じての偽情報の流布・犯罪へのAIの関与。 

真偽の見分け判断がつけにくい上、AIを使いこなすことにより、著しい自己判断力・記憶・情報力低下の時代 

へまっしぐらの懸念も。( PC・Webでも膨大なデーター蓄積のあるAIソフトでの処理を簡単に使える時代に) 

一見すばらしいパワーを秘めた高度情報社会ヘのアプローチも、半面 機械万能がもたらす無気力・根拠不明

な機械依存 AI 優先の時代の幕開け懸念が広がりつつある。  世界を揺るがす偽情報は、今や個人レベルでは

見抜けぬ時代になりつつあり、しかも偽情報除去技術や管理は不明確。本物と変わらぬ偽情報埋め込んだweb

サイト等々 偽情報が益々横行・氾濫状態で、裏社会はますます拡大の兆し。 

歯止めのかからぬAI ・偽情報が政治の世界を動かし、人類を破滅へ追い込むと 警鐘を鳴らす人たちも多い。 

今やいたるところで賛否両論。AIや偽情報がまかり通る社会に疑問を持ち、意見を述べ始めた。 

でも 我々を取り巻く周囲で AIの活用は その利便性ゆえ無防備のまま急加速で広がっている。 

急がないと世界はますます混乱を招く時代へ・・・・・ 

    ◎「フェイクニュースと言い攻撃するトランプそのものが流すフェイク」ではないか?  

    ◎ 即答・会話ができなくなった最近の国会議員の先送り・模範的な責任回避の答弁もますます広がり 

    当事者意識のなさが、マスコミ 政治・経済の指導層に益々広がっている。 

◎ 最近「AIで作成した」というNHK のニュース 変なところがないかと注視するも素人では無理。 

◎ 新聞のコラムは個性が売りと思うのですが、どうも執筆者によってはAIをおもわせる無味乾燥な 

恣意的と見えるコラムも散見、インフルエンサーの上を行く総花解説的で雑に見えるコラムもある。   

上記の私の雑文 特に悪意なく、私の感じたままの記述です。  

今こそ 老いも若きも 物事の価値判断・判断力の醸成が世界を動かすカギになるとの思いのみ。   

色々なことがあった本年の春 私が眼にした記事の中から、気になったニュース等を切り出しました。 

世相・世界が混乱の中にある今 何が起こるか、判断のつかない昨今 

受け止めは人色々ですが、真偽を見抜く判断と判断力を磨かねば…・・と。 

本当に思いもかけぬ事が次々と・・・・ 他の人はどんな風に受け止めているのでしょうか… 

コメントなしでの転記掲載 消化不良でしょうが、私の眼で眺めた選択転記・書き写し。 

ご参考になれば 

fkobeR0704NewsKirinuki.pdf  ≪新聞等からの収録 ３・４月≫   



神戸新聞朝刊 2025.4.30.文化面 「汀にて」より 

社会の動きに対する独創的な考察を、平たく深い言葉で発信する哲学者・鷲田清一氏のコラム 

【1】「汀にて」 鷲田清一 ＜単位をめぐって＞  身体感覚に基づき、世界探る 

https://www.kobe-np.co.jp/rentoku/culture/202504/0018928312.shtml 

 

１９６７年、中公新書の一冊として、

物理学者・湯川秀樹と比較文明学

者・梅棹忠夫の対談録『人間にとっ

て科学とはなにか』が刊行された。

（その後増補もされ、現在は中公ク

ラシックスで読める） 
 
 この対談では、当時まだ４０代だ

った梅棹がかなり大胆な発言を続々

と繰りだす。だから、次にどんな鋭

い指摘や仮説が出てくるか、ドキド

キしてページを繰る。 
たとえば数学の話になったとき、こ

んな発言に出くわした。 
《私は数の起源は動物の個体性にあ

ると思うんです。》 
数えるということの本質がどのあ

たりにあるか、わたしはこれまでろ

くに考えてこなかったが、梅棹はこ

う説明する。無機的な物質の世界には日常の経験として「単位」になるものがない。石は割れてもやはり石

で、それがどういうときに一つなのかはっきりしない。 
これに対して動物は、大きさに多少の違いはあっても同じかっこうをしたものが次から次へと出現してくる。

「単位性をもった同じ種類のものがたくさんある」というのが生き物の特徴で、算術の基本にはこうした単

位性があるというのである。もちろん、数学にはこうした算術経由でない、幾何学的なイメージや直観に基

づくものもあると認めたうえでの話である。 
動物にみられるこうした単位性、それは、動物には、それぞれに有機体としての活動に個体的な統一があ

るということであろう。「単位」（ユニット）であるというのは、個体として完結した統一（ユニティ）がそ

の存在のうちに認められるということなのだ。この個体的統一ということにおいてはじめて、同じ一つのも

のであるというその存在の有（あ）りよう（アイデンティティー）が成り立つ。 
 

■ 測定と実感 

周りの世界の認知ということでは、「数える」とならんでもう一つ、距離や長さ、広さ、分量、重さなど

を「はかる」（測る・量る）という方法がある。この場合には「数える」とは逆に、「単位」ということが

「はかる」側にみられる。 

ひとは今でこそさまざまの測定器、それもデジタルで表示する電子的な測定装置をもっているが、周囲の世

界を「はかる」のに最初に用いた補助手段は、ほかでもないおのれの身体であった。 

 掌（てのひら）を大きく開いたときの指の両端とか、指先から肱（ひじ）までの長さとか、両腕を水平に

開いたときのその一方の端から他方の端までの長さとか、さらには両掌を丸めたときにできる凹（へこ）み

や一歩の歩幅とかいうふうに、身体の部位やその動きの範囲を「単位」にして「はかる」。 

 ≪新聞等からの収録 ３・４月≫   fkobeR0704Washida.pdf 

https://www.kobe-np.co.jp/rentoku/culture/202504/0018928312.shtml


そこからさらに身体の延長とも言うべき道具も編みだす。 

定規や柄杓（ひしゃく）、升などがそうで、これらで、本来は「数える」ことのできない穀物の粒や粉、さ

らには無機的な砂や水の量まで「はかる」のである。 

このように、ひとはもののサイズや分量を「はかる」ときに、その作業のために身体を用いた「単位」とい

うものを必要とする。そしてそのことで、ものの大きさや分量をいわば想像的に実感してきたのである。 

 

■ピントを合わせる 

こじつけではないと思うが、ものを数えたり、はかったりして世界を探ることはたぶん、「調べる」という

ことにも通じている。 

調べると言えば、音曲（おんぎょく）のこともまた調べというのがなぜか、以前から不思議だった。 

「岩波古語辞典」を引くと、「調べ」とは「楽器の絃（げん）の末端（しり）を合わせて音調を整えること。

転じて、いろいろの材料を照合して考えること」とある。調べは楽器を調律し、演奏することであり、さら

にものを吟味し、ものに尋ねることなのである。 

言ってみれば世界の有りようを探るにあたって、それにピントを合わせること。学者がああでもない、こ

うでもないと首を傾（かし）げつつ、試行錯誤している場面を思い浮かべてもいい。そのときに媒介になる

のが尺度や単位性ということなのだろう。 

ひとは世界のなかにまさに身を挿し込んでそれを「はか（測・量）」り、さらにはそれに基づいて世界への

介入をも「はか（図・謀）」ってきたのだろう。 

だから、自動の測定器や検査の装置がいかに整備されても、この身体感覚を外してしまえば、世界のリア

リティーもそれこそ大根の鬆（す）のようにすかすかになってしまうはずである。 

 

■代わりのきかなさ 

最後に一つ、問いが残る。「ひと」（人格（パーソン））ははたして「単位」となりうるかという問題である。 

この人、あの人というふうに、「ひと」はそれぞれが、つねに特定の「だれ」という、それこそ代わりのき

かない特異性においてあるもの、別の人で代替できないものである。 

この「だれ」は数に還元することができない。 

 

「ひと」はたしかに集団の単位ではあるが、しかし数に還元されれば「ひと」であることをやめる。 

「ひと」がたんなる集団だけでなく、「社会」を形成しているとはそういうことだと思うのだが、 

それを調べるにはまた別稿が必要となる。 

【わしだ・きよかず】１９４９年京都市生まれ。京都大大学院博士課程修了。 

元大阪大学総長、元京都市立芸術大学長。サントリー文化財団副理事長。専門は臨床哲学。 

「モードの迷宮」（サントリー学芸賞）、「『聴く』ことの力」（桑原武夫学芸賞）など著書多数。 

哲学者で元阪大総長 鷲田清一氏の３ケ月に一回の神戸新聞のコラム「汀にて」  

毎回何が取り上げられるのかと楽しみ。むつかしい内容を整然と切り分け、核心の課題を見出し、明快なアプロー 

チ。色々教えてもらう楽しみ。 今回は人類が作り上げた「数える」と「測る」 そしてその意味とは?  

会社に入っての私の仕事分野は「鉄鋼材料」「溶接冶金」。そして、最初に叩き込まれた「ディメンジョン」のこと。 

物理解析の基本として、「ディメンジョンの違うことを一緒くたに組み込んで論ずるな」とよく言われた。 

すぐ数値にこだわるが、その前に「数」= 顔を出さぬ要因のベールはがさねばと、今になって判ったような気がする。 

「数える」と「測る」。わたしの理解では、「要因」の数と「その数値」を同じ土俵にあけること。 

今に至る人類が延々とつないできた重要なキーワード・視点・尺度。見過ごされがちな表情・匂い等々もまた、隠れ

た人の尺度。 「人を人として扱え」との言葉をよく聞くが、「数」と「数値」をごっちゃにしてはならない。 

複雑な社会に暮らす我々。今 どう扱われているのか どう扱わねばならないのか その尺度は何かと???。 

遠くなった若時代を思い出させてくれました。 こんなことも考えていたなぁ・・・・と懐かしく。 

2025.年４月 鷲田清一先生のコラムをふりかえりつつ  Mutsu  Nakanishi 

 



神戸新聞朝のコラム「正平調」  

【2】気になった３・４月の「正平調」 抜き書き転載でこの春を振り返る 

◆ 神戸の春を呼ぶいかなご「新子漁」本年も不漁で休漁  ３月１４日 

 

◆ 二人称には敬称と親称 英語には「YOUのみ」  

トランプ大統領がゼレンスキー大統領を出迎えて云った「YOU」はどっち ３月１５日 

 

  日本には政治家や会社幹部がよく使う自分の一人称を三人称化して使う耳障りな表現もある… 

  これらからくみ取れることは・・・・・・・ Mutsu Nakanishi 

◆ 3月１８日 お腹いっぱい食べて 「まぁいいか」が幸せの道  

人と人を結ぶ滋味豊かな人生は皆を笑顔にする    

 

 ≪新聞等からの収録 ３・４月≫   fkobeR0704NewsColumn.pdf 



◆ ３月２０日 春分の日に 本年４月２０日イースター休戦の願い 

 

◆ 4月２日 人間のことばは聞こえるか 耳に問うてみる   

 

◆ ４月４日 自動車ショー歌♪ここらで止めてもいいコロナ～だれか大統領の耳元で歌の続きを 

 

◆ ４月９日 新一年生「おはようございます」の声が駆けてゆく 平和への祈り   

 



◆ ４月１３日   2025大阪万博開催に思う  

分断が進む社会で今度こそ、「調和」の実現の芽を 

 

◆５月２日トランプのスローガン「米国を再び偉大に!!」 日本の常道だった日本外交の転機になるかも 

 

本年の春はトランプ米国大統領に振り回され続けた本年の春 日本の行く先は・・・・・ 

また、平和な暮らしへの願いが累々と。正平調は取り上げていませんが、何か腑に落ちない中で続くコメ不足・

コメの高騰も。 春の花盛りから新緑へ 素晴らしい春景色でしたが、平和な暮らしへの願いは切実に。 

 厳しい中で老化と向き合う世代ですが、時代に流されぬよう 前向いて  2025.5.12・ Mutsu  



【3-1】文珍さんの落語的見聞録 3 月 神戸新聞朝刊連載より転記  2025.17. 

「新技術でホントに命輝く未来?」   

 

今日はスマホ決済や顔認証の話   年寄りに新しいことは難関。 

 肌に合わぬことはすぐ忘れるし、まごついた思いばかり。文珍さんが言うように「ある ある」と。  

落語は「松山鏡」。この落語は知りませんでしたが、その落ちに思わず笑っちゃいました。 

スマホの使い始めた時を思い出す。スマホカメラに写るのは自分の顔ばかりと。とほほ…・ 

若者も年寄りもみんな 肌に合うテクノロジーでなければ やっぱり輝けない。 

「安物買いの銭失い」というが、何度やったことか「新しもの買いの銭失い」と    

 Mutsu Nakanishi  2025.5.17.転記載録 

 

fkobeR0704BunchinA.pdf  ≪新聞等からの収録 ３・４月≫   



 文珍さんの落語的聞録 4 月    新聞神戸新聞朝刊連載より転記  2025.17.                             

【3-2】「トランプ関税と千両みかん」  

 

 今月 文珍さんもトランプ関税を取り上げた。政治と商売を一緒くたにしていると見える。大国の大統領ならば、 

自国の損得だけではないと思うのだが…と。 落語は知っている「千両みかん」  

暑い夏にはほぼ腐ってしまう「みかん」を息子のために探しまわる大店と番頭 みかんを夏まで絶やさず゛ 

保管して買い手があれば 一つ千両で売る果物問屋。みんなの価値観の違う その錯覚の織り成す噺が面白い。 

「アメリカに暖簾はないが、価値観の錯覚もさることながら、承認の心意気「のれんに元入れ」のフレーズがカッコ

いい」と日本流を喜ぶ文珍さん。 さあ これから日本はどうするのか・・・・・ Mutsu Nakanishi 

 

fkobeR0704BunchinB.pdf 

2025.5.17.転記載録 

 ≪新聞等からの収録 ３・４月≫   

◆ 和鉄の道・Iron Road Top Page  https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/ 

 

https://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/

